
                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

－  学校行事を通しての心の成長 － 

                                       主幹教諭 春原瑠子 

１０月６日の運動会には、多くの保護者の皆様、地域の皆様にご

来校いただきありがとうございました。子供たちは、運動会のスロ

ーガン『最後まで諦めず全力をつくす！』のもと、「速く走りたい！」

「もっとうまく踊りたい！」「みんなと動きを合わせたい！」という向上

心や粘り強さ、協調性をもち、暑さの残る中、休み時間等も使い主

体的に練習してきました。走り終わった後や、表現運動が終わった

後の顔から、「達成感」や「満足感」を感じることができました。保

護者の皆様、運動会を迎えるにあたり、ご家庭でも温かい励ましの言葉がけをありがとうございました。

また、当日は天候が不安定なため開会が遅れましたが、ご理解、ご協力いただき感謝申し上げます。 

さて、学校には、「学校行事」と呼ばれるものがあります。入学式や卒業式などの「儀式的行事」、音

楽会や展覧会などの「文化的行事」、健康診断や運動会などの「健康安全・体育的行事」、遠足や宿

泊学習などの、「遠足・集団宿泊的行事」、校内の美化活動などの「勤労生産・奉仕的行事」が学校行

事です。学校行事の目標には、「学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連

帯感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育

てる」とあります。この学校行事が、昨年度より学校教育重点目標を「徳」（心）に設定している本校に

おいて、児童の非認知能力の育成の大きな鍵となっています。１学期末に民間企業と連携して行った非

認知能力を測定するアンケートでは、児童の実態として、協調性や粘り強さは比較的高い傾向が見られ

ました。一方で主体性や向上心は更に伸ばしていきたいと感じる結果でした。その結果も踏まえながら、

運動会等の学校行事を実施するにあたり、職員間で育成したい非認知能力を定め、どのように指導し

ていくかを共有しています。今回の運動会では、非認知能力の育成のために、自分の取組に対して振り

返ったことをもとに改善し、よりよい表現ができるようにしたり、自ら練習に取り組めるような環境を整え

たりする等、各学級で工夫して取り組む姿が見られました。学校行事のみで非認知能力を高めることは

できませんが、学年や学校全体として取り組む行事を通して、一人一人が自分と向き合い、協力してよ

りよい学校生活を築こうとする姿から、学校行事が児童の心の成長につながっていることを感じました。 

運動会は終わりましたが、１１月には 2年に一度の音楽会があります。今、子供たちは音楽会に向け、

意欲を高めている最中です。今年度の音楽会のスローガンは『心を一つにきれいな音色を響かせよう！』

です。学校行事を通して、自分の目標に向かって努力したり（主体性・向上心）、友達と協力して（協調

性）一つのものを作り上げる楽しさや難しさを感じたりしながら、最後までやり抜く力（粘り強さ）を高め、

心を一つに歌声や演奏を響かせ、素敵な音楽会になることを期待しています。 
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【 学校教育目標 】               
○ 自分で考え 行動する子             
◎ 心豊かで 思いやりのある子               
○ 体をきたえ 元気な子           
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